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問題 図のような，1辺の長さが 2の立方体 OADB¡CEGFがある。また，線分 DGを 3 : 1に外分する点をKと

する。このとき，
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OCであり，直線 OKと平面 CEGF，平面 ABCの交点をそれぞれ
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であり，3本の線分 OT，TS，SKの長さを最も簡単な整数比で表すと，

OT : TS : SK = ヲ : あ : い

である。次に，Sから平面ABCに垂線 SHを下ろすとき，SHの長さは
う
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であり，三角錐 S¡ABC

の体積は
かき

く
である。
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